
カードゲームで考える
「みえない多様性」
～みえない多様性ワークショップ～





本ワークショップについて

 このワークショップは、健康に紐づく「みえない多様性」の視点を理解し、
より働きやすい職場づくりに活かすヒントを得ることを目指しています。

 こちらの資料を研修等で利用される際は、本スライド最終ページに記載の
ご利用規約を必ずご確認し、同意の上でご使用ください。

 ワークショップの中にはグループディスカッションも含まれますが
各グループの人数は3～5名を推奨しています。

 各グループに1人ずつ、進行サポート役を設定しておくと、よりスムーズに議論が進みます。

 実施時間はグループワークや発表の時間調整を行うことで、1～3時間程度での開催を推奨しています。

 ストーリーカード（カードゲーム）の使い方については、
本スライド及び、日本イーライリリー株式会社 公式ウェブサイトに公開されている
「ストーリーカードの使い方Movie動画」もご参照ください。
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「みえない多様性」に優しい職場づくり
～「みえない多様性」とは～



「みえない多様性」とは
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片頭痛をはじめ、様々な健康課題による、痛みなどの症状やそれらを周囲に

理解されないことによって起こる、当事者の「不安、支障、働きづらさ」に着目。

みえない多様性

みえない多様性

片頭痛のように症状の認知が低く、
周囲からその支障やつらさがわかりづらく
休暇や労りの対象となりにくい

みえない多様性
・がん → 命にも関わるケースがある
・インフルエンザ → 隔離が推奨
・骨折や喘息 → 見た目に症状が分かりやすい

みえる多様性（例）

引用：「Inclusive Workplace Design Toolkit  -わかりづらい健康課題 「みえない多様性」に優しい職場をつくる」



職場における健康課題「みえない多様性」

職場には疾患による体調不良を抱えながらも「仕事を休みたい」と言い出せず、

我慢を重ねることが当たり前になっている人たちがいます。
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「みえない多様性」に優しい職場づくり

職場におけるすべての人の、身体的・精神的・社会的

に満たされた状態である「ウェルビーイング」の向上

が、結果的に組織の生産性向上にもつながります。

私たちの職場でどのような健康課題が存在しているの

かを、まずは「知る」ことから始めてみましょう。
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ストーリカードゲームの進め方
～他者の背景を想像する～



ストーリーカードとは～他者の背景を想像する～

一見、不可解に思える行動や

自己中心的な振る舞いに見えても、何か理由があるかもしれない。

「みえない多様性」の存在を知る・認めることのきっかけとして、

「もしかしたら・・」と当事者の立場で

そこに隠れた理由を想像することで、

健康課題に紐づく悩みや問題を

共に考えるためのカードゲームです。
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ストーリーカードの目的
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職場で自身の健康のことは
話してはいけないのかも・・

×
話してもいいんだ！

〇



ストーリーカードのルール
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正解、不正解はありません。

他の参加者のアイデアや意見を受け入れ、それをさらにディスカッションで

膨らませていくことで、理解を深め合います。

背景に「健康に関連する理由がある」という視点で参加しましょう。

自然とそれぞれが持つ健康課題を話す場面になることがありますが、

自分のことを話したくない人は、無理に話す必要はありません。

1.

2.

3.

4.



カードの種類
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職場でよくありがちな、
一見すると周囲からが自己中的

に感じたり、

「誤解」してしまいそうなシーン
が書かれています。

シーンカードに書かれている
「誤解」してしまいそうなシーンで

「当事者はなぜその行動をとったのか」

その理由や背景を想像するための
材料となるいろいろな単語

が書かれています。



参考：実施方法（対面・オンライン）
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 以下のサイトより「カード印刷用簡易

キット（対面実施用）」をダウンロード

 グループ数分（もしくは参加人数分）を

印刷し、カードになるように切断

 収録されている白紙カードで、職場に

合わせたオリジナルカードも制作可能

 以下のサイトより「説明書＆カード

画像（オンライン実施用）」を

ダウンロード

 事前に参加者にPDFにて送付

 当日は主催者がWeb会議ツール上で

適宜画面共有

日本イーライリリー株式会社公式ウェブサイト
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Scene Card（全10種類）
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シーンカード



Reason Card（全36種類）
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リーズンカード



カードゲームの使い方例
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グループワークの進め方
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1. シーンの発表

2. ストーリー共有

3. ディスカッション

4. 発表

ディスカッションのテーマとするScene Cardを進行役が発表。

3～5人程度の指定のグループに分かれ、それぞれがReason Cardから
Scene Cardの理由を想像して選び、考えたストーリーをグループに共有。

全員がストーリーを共有し終えたら、様々な考えに対して気づいたことを
発表し、意見交換を行う。

① ディスカッションが終わったら、各グループの代表者から他のグループに
グループワークで得た気づきを共有。

② 各グループの発表が終わったら、最後に各自から気づきや感想を発表。

＜グループワーク＞



ストーリーカードゲーム実践
～率直に、そして楽しみながら!!～



本日のScene Card発表
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進行役の人がScene Cardを1枚選んで発表してください。

グループワーク
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Reason Cardから、1人1枚自由に選び、
シーンの背景にある健康課題を想像し、ストーリーを考えてください。（目安5分）



ディスカッションPOINT
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自分で考えたり、他者のコメントを聞いて気づいた点

実際にこういうシーンに遭遇した時、どう思うか？それはなぜ？

もしこのシーンが自分の立場だったら、周囲に対してどう思うか？

それはなぜ？

それぞれが異なる思いや考えをもつことにより、

生まれる誤解や不安。その課題は何なのか？

実体験や聞いたことがある事例の共有

今日から何ができそうか？

グループワーク



ストーリー共有
ディスカッションタイム
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1）考えたストーリーをグループ内で共有し合いましょう。（目安：一人1～2分）

2）全員がストーリーを共有し終えたら、様々な考えに対して気づいたことを発表し、

意見交換をしましょう。（目安：10～15分）

グループワーク



グループ発表
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グループが複数ある場合は、各グループの代表者から他のグループに

グループワークで得た気づきを発表・共有しましょう。

（目安：1グループ2～3分）

グループワーク



振り返り・Q&A



各自から感想発表
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どのようなことが印象的でしたか？

今後、どのようなことを意識していきたいですか？

 ストーリーカードの目的



参考：ワークショップ参加者の声
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• 当事者じゃないと分からないことがある

• 想像できる背景が参加する人によって違った

• 自分で想像できることが全てではない

• 決めつけや思い込みで判断するのではなく、相手の立場を想像し、
この人には何かあるのかもしれない、と思えるようになった

• 1つの事象に対して、人それぞれ感じることが異なる＝多様性を実感する機会になった

• 周囲に普段は言えない持病を打ち明けられた

• 管理職として対応を見直すきっかけになった

• 人事制度を変えるというような大掛かりなことではなくても、
日頃の意識を変えるだけでも働きやすい環境につながると思った

• もしかしたらと相手への想像力を働かせ、多様性を認めあう意識と習慣をもつことが
大事だと思った

• その人が無理をせず、いきいきと働ける環境づくりは非常に重要

• 理由が分かると、理解が深まり、当事者も周囲の人としても安心できることがある



Q&A
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